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河川管理者の説明

河川整備計画原案の目標である戦後最大洪水を中上流において安全に流下させる

河道を、大戸川ダムのみ建設せずに整備した場合

・計画規模洪水（昭和47年台風20号型）が発生すると、淀川本川13.2km地点にお

いて計画高水位を17cm超過する。

・大戸川ダムを整備すると水位が19cm低下し、計画高水位以下で安全に流下させ

ることが可能となる。

川上ダムの場合も同様にダムが無ければ計画高水位を18cm超過するが、ダムを整

備すると水位が20cm低下し、計画高水位以下で安全に流下させること可能となる。

河川管理者の説明、意見書本文の記述

意見書本文の記述

・水位低下高は、洪水時の水位の変動幅やモデル誤差の範囲内

・ダムによって水位をＨＷＬ以下に低下させることができる洪水は、検証に用いた

３３パターンの計画規模洪水の中で２パターンであり、限定的

・計画規模を数パーセント超える洪水をHWL以下の水位に低下させることはできない
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２／３３は、数値の大小としての意味はない（２）

○検討の結果、大戸川ダムもしくは川上ダムを整備しなければ、下流域に大

都市のゼ ロメートル地帯を抱える淀川本川で計画高水位以下で流下させ

ることができない洪水が２パターンあるが、住民の生命・財産を守る観点か

らも、上記を踏まえ、たとえ１パターンであっても計画高水位を超過すること

を許容することは出来ない。

○一方、３３洪水については、戦後に発生した規模の大きい１２洪水をもとに、

基本高水や洪水調節施設を検討するために作成した洪水パターンであり、

３３という数字そのものの大小に意味はない。














